
広
島
・草
戸
千
軒
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
車
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
〇
次
調
査
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
を

一
九
八
九

年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
平
安
時
代
―
江
戸
時
代

（中
心
は
主
に
鎌
倉
・
室
町
の
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
四
〇
次
調
査
区
は
、
遺
跡
包
蔵
中
州
の
南
部
に
位
置
し
、
東
西
約
五
〇
ｍ
、

南
北
五
〇
ｍ
の
約
二
五
〇
〇
∬
で
あ
る
。
こ
の
調
査
区
で
は
、
主
に
室
町
時
代

の
集
落
の
様
相
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

鎌
倉
時
代
の
遺
構
に
は
、
柱
穴
や
溝
ｓ
Ｄ
三
八
六
三

・
Ｌ
字
状
の
Ｓ
Ｄ
四
二

二
〇
等
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
閑
散
と
し
て
い
る
。

室
町
時
代
前
半
に
至
っ
て
、
東
西
柵
群
Ｓ
Ａ
四

一
〇
〇

・
四

一
三
〇

。
四

一

四
〇

。
四

一
七
五

・
四
二
〇
五

・
四
二

一
〇
が
造
ら
れ
、
柵
に
よ
る
町
割
り
が

な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
四

一
一
〇

・
四

一
七
〇

・
四

一
七

一
・
四

一

七
二

・
四

一
九
五
や
、
数
多
く
の
柱
穴

・
土
羨
が
あ
り
、
集
落
と
し
て
の
体
裁

を
整
え
て
く
る
。

室
町
時
代
後
半
に
は
、
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
九

一
や
、
そ
れ
を
掘
り
直
し
た
溝
Ｓ
Ｄ

三
八
九
〇
が
環
濠
状
に
巡
り
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
四

一
二
〇
や
土
羨
Ｓ
Ｋ
四

一
二
五

・

四

一
五
〇

・
四

一
五
五

・
四

一
八
五
な
ど
環
濠
の
内
部
に
集
落
が
営
ま
れ
て
い

る
。
木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
四

一
一
〇
か
ら

一
点

（①
）、
池
Ｓ
Ｇ
四
二

一
五
か
ら

二
点

（∽
。
③
）
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｅ
四

一
一
〇
は
、
木
組
の
隅
柱
横
板
型
の
井
戸
で
、
東
西
八
ｍ
、
南
北
六

ｍ
の
掘
形
の
中
に
造
ら
れ
て
お
り
、
残
存
部
分
は
四
ｍ
と
深
く
、
内
部
か
ら
独

楽

一
山
物
等
の
木
製
品
の
ほ
か
、
多
量
の
土
師
質
土
器
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｇ
四

二

一
五
は
、
東
西
五
ｍ
、
南
北
八
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
で
、
南
側
に
護
岸
用
の

し
が
ら
み
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
内
部
に
堆
積
し
た
粘
土
層
か
ら
、
漆
器

・
下

駄

。
草
履
状
木
製
品
等
の
各
種
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
な
お
、
両
者
と
も
室

町
時
代
前
半
の
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容



1988年出上の木簡

①
は
上
端
部
に
切
込
み
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
片
面
に
つ
い
て
は
墨
の
残

り
が
悪
く
、
判
読
は
難
し
い
。
も
う

一
面
の
二
字
目
に
つ
い
て
は
様
々
な
読
み

が
考
え
ら
れ
る
が
、
「ら
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
ゑ
ら
」
と
す
れ
ば
、
中
世
に

は
石
成
荘
に
含
ま
れ
る
江
良

（現
福
山
市
駅
家
町
江
良
―
車
戸
千
軒
町
遺
跡
の
北
方

約
一
〇
血
）が
想
定
さ
れ
、
こ
の
地
か
ら
の
物
品
の
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
物
品

名
に
つ
い
て
四
宇
目
が
問
題
と
な
る
が
、
字
の
部
分
的
欠
失
を
考
え
る
と
「な
」

の
可
能
性
も
あ
り
、
「な
た
ね
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
は
下
端
部
を
細
く
削
り
出
し
た
形
状
の
も
の
で
あ
る
。　
一
字
置
き
に
横
線

が
引
か
れ
て
お
り
、
呪
符
の
可
能
性
が
あ
り
、
形
状
自
体
も
意
味
を
持
つ
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
内
容
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

③
は
断
片
で
、　
二

。
三
字
目
は

「十
七
」

「
み
て
」
な
ど
様
々
な
読
み
が
考

え
ら
れ
る
が
、
断
定
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

下
津
聞
康
夫

・
田
邊
英
男

「草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
４０
次
調
査
概
要
」
翁
草
戸

名

＜
日
日
口
□
日
□

口
Ｈ
Ｈ
Ｈ
国
　
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
ゑ
回
の
回
た
ね
」

「
□
ま

一〔酔
ヵ一
く

一
ま

一
回

一

□
□
□
」

μ
卜
Ｏ

Ｘ

（
卜
］
）
×

い
　
　
ド
騨
ド

Ｐ
卜
Φ
×

中
『
×

卜

　

岸
Ｎ
ト

Ｇ

じ

×

Ｏ

じ

×

ω
　

μ
Φ
『

を
」

一

賜

切

協

％

物

賜

吻

吻

И

物

物

賜

物

吻

賜

一



千
軒
』
配
明
、　
一
九
八
九
年
）

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
―
第
四
〇

・
四

次
発
掘
調
査
概
要
―
』
（広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
年
報

一
九
八
八
、

九
九
〇
年
刊
行
予
定
）

（下
津
間
康
夫
）

広
島
・
尾
道
遺
跡

Ｇ
Ｄ
ｏ
ｌ
地
５

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
尾
道
市
久
保
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
八
次
調
査
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
尾
道
文
化
財
場
会
埋
蔵
文
化
財
部

４
　
調
査
担
当
者
　
森
重
彰
文

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
鎌
倉
時
代
ｉ
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

嘉
暦
二
年

（
〓
≡
一七
）
建
立
の
浄
土
寺
は
、

・
阿
弥
陀
堂

・
山
門
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
国
宝
の
本
堂
を
中
心
に
多
宝
塔

往
時
八

一
カ
寺
を
数
え
た

「寺

の
町
」
尾
道
の
中
で
も
、
約
二

〇
件
の
国
指
定
文
化
財
を
保
有

す
る
特
筆
す
べ
き
寺
院
で
あ
る
。

第
五
八
次
調
査
地
点
は
同
寺
南

西
約
六
〇
ｍ
、
遺
跡
東
端
域
に

位
置
す
る
。
中
腹
に
あ
る
同
寺

が
偉
容
を
誇
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
を
冠
し
て
称
さ
れ
る
浄
土

寺
山
の
南
裾
部
に
相
当
す
る
。

(尾 道)


